
つ
い

じ

だ
て
ひ
が
し

新
潟
・築
地
館

東

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
胎
内
市

（旧
北
蒲
原
郡
中
条
町
）
築
地

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
条
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
村
光
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
―
平
安
時
代
初
期
、
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

築
地
館
東
遺
跡
は
、
砂
丘
内
端
と
そ
の
際
を
流
れ
る
河
川
と
の
中
間
地
点
に

位
置
す
る
。
今
回
の
調
査
は
、
県
営
固
場
整
備
事
業
に
伴
う
水
路
部
分
の
調
査

で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
自
然

流
路
を
検
出
し
、
木
簡
が
出
土

し
た
。
調
査
区
が
幅
三
ｍ
と
狭

小
で
あ
っ
た
た
め
、
流
路
以
外

の
様
相
は
不
明
で
あ
る
が
、
河

川
の
周
辺
に
展
開
し
た
遺
跡
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

木
簡
は
自
然
流
路
か
ら

一
点

出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
に
は
、

須
恵
器

・
土
師
器
や
木
製
品
が
あ
る
。
ま
た
、
川
底
近
く
に
長
大
な
木
が
固
定

さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
施
設
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
木
簡
の
年
代
は
、

共
伴
遺
物
な
ど
か
ら
人
世
紀
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔江
力
〕

ω

　

「
山

家

深

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
解
己

溢

撰

〕

Ｐ

ｏ

上
端
を
圭
頭
状
に
整
形
し
て
お
り
、
左
右
の
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
、

下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
面
は

一
部
剖
離
し
て
い
る
。
山
家
は
越
後

国
磐
船
郡
の
郷
名
で
、
荷
札
木
簡
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
山
家
郷
の
記

載
の
あ
る
木
簡
は
、
旧
中
条
町
内
の
屋
敷
遺
跡
か
ら
も
出
土
し
て
い
る

（本
誌

第
一
五
号
）。

な
お
、
釈
読
は
、
新
潟
市
歴
史
文
化
課
の
相
沢
央
氏
の
ご
教
示
に
よ
っ
た
。

（水
澤
幸
一
）

(中 条)
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